
 

 

様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成２３年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 3 2 6 9 2       2. 研究機関名   東京工科大学      

                        

3. 研 究 種 目 名    基盤研究（C）      4. 研究期間      平 成 ２２ 年 度  ～  平 成 ２４年 度 

 

5. 課 題 番 号 2 2 5 0 0 6 8 1

 

6. 研 究 課 題 名 遺伝子改変動物や培養細胞を用いたコエンザイム Q１０結合蛋白質の生理的意義の解明            

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
ヤマモト ヨリヒロ 

6 0 1 3 4 4 7 5 
山本 順寛 応用生物学部  教授 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
カシバ ミサト 

8 0 3 3 8 1 8 6 
加柴 美里  医療保健学部  講師 

  
        

    

  
        

    

  
        

    

  
        

    

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

ATP 産生に不可欠であり抗酸化物質としても重要であるが，加齢とともに細胞内濃度が減少するコエンザイム Q10

（CoQ10）が加齢・老化に伴う機能障害の鍵を握る物質の一つとして注目を集めている．脂溶性である CoQ10 の細胞内

外への輸送にはその結合蛋白質が必須であり，代表者らは世界で初めてサポシン B が CoQ10 結合蛋白質であることを

明らかにした（J. Clin. Biochem. Nutr. (2008) 42: 167-174）．遺伝子工学手法により CoQ 結合蛋白質サポシン B

をノックダウンまたは高発現させたマウスや動物細胞を用いて，サポシン B の生理的意義や加齢・老化に対する影響

を解明することが本研究の目的である． 

1,プロサポシンノックアウトマウスを用いた CoQ10 結合蛋白質の生理的意義の解明 

サポシン Bの前駆体であるプロサポシンのノックアウトマウスを解析した．本年度は，引き続き CoQ10 添加食を投与

したときの各種臓器における CoQ10 量の解析を行った．結果，ホモ体においては，CoQ 投与食添加後の血漿中および

臓器中の外因性 CoQ 量が有意に低下していることを確認した． 

2,プロサポシン遺伝子改変培養細胞を用いた CoQ10 結合蛋白質の生理機能の解明 

すでに樹立したヒト肝癌由来 HepG2 細胞のプロサポシン高発現株を用いて，細胞内 CoQ10 量を解析した．高発現株

では CoQ10 量が増加していた．シュークロースグラジエント手法を用いて細胞分画をおこない各オルガネラの CoQ10

量を比較したところ，ミトコンドリア分画において CoQ10 量の顕著な増加を認めた．           
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 

その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 
＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 

（区分）②おおむね順調に進展している。 

（理由）交付申請書の研究の目的として①プロサポシンノックアウトマウスを用いた CoQ10 結合蛋白質の生理的意

義の解明と②プロサポシン遺伝子改変培養細胞を用いた CoQ10 結合蛋白質の生理機能の解明の 2点を記載したが，

いずれもほぼ計画通りに解析が進捗している． 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 

今後の予定として，応募書類調書に記載したごとく，ヒト肝癌由来HepG2 に加え， ヒト単球由来THP1等のプロサ

ポシンのノックダウン株あるいはプロサポシンを高発現させた細胞株を作製する． さらに， サポシンB に生理作

用があることを明らかにするために， サポシンB 部位にミュータントを導入した細胞株の作製を試みる． 各オル

ガネラとサイトゾル分画中のCoQ10 含量やCoQ10 の酸化還元状態の解析も併せて検討したい． 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


